
1か月ぶりの高値、サウジとロシアが供給削減発表
NY原油先物相場は、1バレル=73ドル台後半まで値上がりし、6月5日以来の高値を更新した。7月3日

にサウジアラビアとロシアが新たな供給削減策を打ち出したことを受けて、需給ひっ迫リスクの織り込

みを進める動きが優勢になった。米原油在庫が3週連続で減少したこともポジティブ。根強い需要不安

から最近のボックス圏内での値動きに留まっているが、株安環境ながらも約1か月ぶりの高値を更新し

た。

サウジアラビアは7月に日量100万バレルの自主減産を行うが、8月も自主減産を継続する方針を示した。

また、更に期間を延長する可能性にも含みを持たせている。ロシアも8月に原油輸出量を日量50万バレ

ル削減する方針を示した。これによって年後半の国際原油需給がひっ迫化するリスクが警戒され、期近

限月主導で値位置を大きく切り上げた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月30日時点）は、原油が前週比151万バレル減、ガ

ソリンが255万バレル減、石油精製品が105万バレル減となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成

（円）

（注）青線はWTI原油（右軸）

（ドル/バレル）



原油ETF証拠金取引WEEKLY REPORT

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

需給ひっ迫リスクの織り込み再開、在庫減少が続くと買い安心感
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【展望】

ボックス気味の展開が続いているが、改めて上振れするリス

クが高い地合にシフトしつつある。サウジアラビアとロシア

の追加供給削減策を受けて、年後半の国際原油需給がひっ迫

化するリスクが一段と強くなっている。特に期近限月に対す

る買い圧力が強くなっていることは、地合の改善が進んでい

ることを示唆している。75ドルを上抜くと、チャート主導の

買いも膨らみ易くなる。

また、米原油在庫は３週連続で減少し、1月20日以来の低水

準になっている。主に他油種に対するWTI原油の割安感から

輸出が拡大している影響だが、更に在庫の取り崩しが進むと

一段と買い安心感が強まろう。

7月13日には国際エネルギー機関（IEA）と石油輸出国機構

（OPEC）の月報が公表される。ここで需要見通しの修正状

況に注目したい。強気の需要見通しが維持されると、下値を

サポートされよう。また、OPECは2024年の需要見通しも発

表する予定のため、長期的な需要見通しの評価にも注目した

い。

一方、年初から原油相場の上値を圧迫し続けている中国経済

の減速懸念は維持されている。7月13日に中国の6月貿易収支

が発表されるため、輸出入の鈍化傾向が再確認されると、改

めて需要不安が上値を圧迫する可能性がある。

また、7月12日には6月米消費者物価指数が発表される。今後

の米金融政策見通しにも大きな影響を及ぼす可能性があるた

め、株価・ドル相場の反応にも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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